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定常法熱流計法構成図

燃料電池用電極フィルム（金属 -樹脂積層体）

金属蒸着発泡フィルム

粘着フィルム

その他、多層材や不均質材料など多数

物性評価高分子

測定実績

定常法熱流計法による熱伝導測定方法は、非定常法（レーザーフラッシュ法や周期加熱法）とは
異なり、試料の比熱や密度が不明でも熱伝導率を測定することが可能である。

100 μm厚程度※以上の試料であれば、重ね合わせずにそのまま測定することが可能。
また、フィルム試料の重ね合わせ測定により、各フィルム同士の接触熱抵抗を見積もることもできる。

※測定可能な試料厚みは試料の熱抵抗に依存

定常法熱流計法

M I T S U I  C H E M I C A L  A N A L Y S I S  &  C O N S U L T I N G  S E R V I C E ,  I N C .

フィルムの熱伝導率測定

測定例　ポリイミドフィルム重ね合わせの測定例
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ポリイミドフィルム　A（75μm）

フィルム間の接触熱抵抗の
影響は非常に小さいことが
確認できる

0.27 Wm-1K-1

0.18Wm-1K-1

ポリイミドフィルム　B（125μm）

熱伝導率（λ）＝1／熱抵抗（R）　×　試料厚み（d）

株式会社 三井化学分析センター技術内容ほか、お問い合わせは
当社ホームページよりお願いいたします https://www.mcanac.co.jp

検索番号：6C008
04-2022




